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と　き　10月7日（土）午前 10時～午後 4時
ところ　鳥取環境大学（若葉台）
内　容　学長ミニ講座、学科体験授業、在学生と語ろう
　　　　 コーナー、大学見学ツアー、学食無料体験 ほか
※大阪・高松・岡山・広島・松江・鳥取・倉吉・米子駅より無料送
迎バスを運行します。鳥取駅以外での乗車は事前予約が必要です。

鳥取環境大学 鳥取環境大学 公開講座公開講座
と　き　10月 1日（日）午前 10時 30分～正午
ところ　鳥取県立図書館 2階 大研修室
演　題　『地域環境を活かした産業とし
　　　　てのエコツーリズムの可能性』

講　師　石
いしかわ

川　真
ます み

澄 助教授
受講料　無料
※事前に申し込みが必要です。

鳥取環境大学からのご案内

第3回全国高校生環境論文
TUESカップ論文発表会

申込・問い合わせ先　鳥取環境大学企画交流課
 （0857）38-6704・ （0857）38-6709・
電子メールkouryu@kankyo-u.ac.jp

鳥取環境大学鳥取環境大学  オープンキャンパスオープンキャンパス

申込・問い合わせ先　鳥取環境大学入試広報課
 （0857）38-6720・ （0857）38-6729・
ホームページhttp://www.kankyo-u.ac.jp/

と　き　10月8日（日）午後 1時～
ところ　鳥取環境大学（若葉台）
内　容　テーマ：「環境問題」～未来へのメッセージ～
　　　　 ▼受賞者論文発表　 ▼表彰式
　　　　 ▼特別講演　講師：北

きたの

野　大
まさる

　さん／
　　　　　演題：「マー兄ちゃんのやさしい環境講座」
※入場無料、ただし定員500人（先着順）

　地域の自然環境を活用する産業として観光産業
が注目されています。なかでもバブル時代の乱開
発への反省から、環境への負荷の少ない持続可能
な観光として期待を集めているのがエコツーリズ
ムです。産業としてのエコツーリズムの可能性や、
振興のための施策について考えます
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